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『往
生
要
集
』
に
お
け
る
浄
土
十
楽

の
思
想
的
背
景

に

つ
い
て

常

光

香

誓

『往
生
要
集
』
大
文
第

一
厭
離
稼
土
に
は
、
六
道
の
苦
相
を
示
し
、
最

後
に
総
括

す
る
中
で
、

「我
等
未
曾
修
道
、
故
徒
歴
無
辺
劫
。
今
若
不

勤
修
未
来
亦
可
然
。
如
是
無
量
生
死
之
中
、
得
人
身
甚
難
。
縦
得
心
身
、

具
諸
根
、
遇
仏
教
亦
難
。
縦
遇
仏
教
、
生
信
心
亦
難
。
…
而
今
適
具
此

等
縁
。
当
知
、
応
離
苦
海
往
生
浄
土
只
在
今
生
。
…
願
諸
行
者
疾
生
厭

離
心
、
速
随
出
要
路
。
莫
入
宝
山
空
手
而
帰
。
」
と
、
そ
の
厭
離
す
べ

き
こ
と
を
示
し
て
往
生
浄
土
を
勧
め
、
そ
の
必
然
性
と
し
て
大
文
第
二

欣
求
浄
土

で
、
諸
経
論
を
引
用
し
な
が
ら
、
浄
土
十
楽
を
展
開
さ
せ
て

(そ
れ
は
第
十
増
進
仏
道
で

「如
是
利
益
、
不
亦
楽
乎

。

一
世
勤
修
是
奥
問
、

何
不
棄
衆
事
求
浄
土
哉
。
願
諸
行
者
努
力
匪
解
。」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も

知
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
稼
土
を
厭
離
し
て
浄
土
を
欣
求
す
べ
き
こ
と
の
強
調

を
現
在
の

「今
世
」
「
一
世
」
に
置
い
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
こ
と
が
知

ら
れ
る
)
、
稼
土
と
全
く
対
照
的
な
阿
弥
陀
仏
の
有
相

の
浄
土
荘
厳
相
を

説
示
す
る
と
共
に
、
又
そ
の
内
容
が
往
生
人

の
具
備
す
る
も
の
と
し
て

説
明
さ
れ

て
い
る
。

本
小
論

で
は
、
そ
の
浄
土
十
楽
が
ど
の
よ
う
な
思
想
背
景
を
も

っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
、
紙
幅

の
都
合
上
、
特
徴
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

事
柄
に
限
定
し
て
考
察
を
試

み
る
も
の
で
あ
る
。

大
文
第
二
欣
求
浄
土

の
冒
頭

で
は
、
「大
文
第
二
欣
求
浄
土
者
、
極

楽
依
正
功
徳
無
量
、
百
劫
千
劫
説
不
能
尽
。
算
分
喩
分
、
亦
非
所
知
。

然
群
疑
論
明
三
十
種
益
、
安
国
紗
標
二
十
四
楽
。
既
知
、
称
揚
只
在
人

心
。
今
挙
十
楽
而
讃
浄
土
、
猶
如

一
毛
之
喘
大
海
。

一
聖
衆
来
迎
楽
。

二
蓮
華
初
開
楽
。
三
身
相
神
通
楽
。
四
五
妙
境
界
楽
。
五
快
楽
無
退
楽
。

六
引
接
結
縁
楽
。
七
聖
衆
倶
会
楽
。
八
見
仏
聞
法
楽
。
九
随
心
供
仏
楽
。

十
増
進
仏
道
楽
也
。」
と
あ
っ
て
、
浄
土
の
功
徳
の
特
徴
を
纏
め
て
示

し
て
い
こ
う
と
す
る
在
り
方
は
、
懐
感

『群
疑
論
』
や

『安
国
抄
』
に

そ
の
背
景
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
伺
わ
せ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
源

信
は
浄
土
の
無
窮
性
を
強
調
し
な
が
ら
も
、
敢
え
て
十
楽
と
し
て
、
そ

の
依
正
功
徳
を
特
徴
づ
け
て
示
し
た
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
と
い
う
こ

と
は
、
逆

に
こ
の
十
楽
に
よ
っ
て
、
源
信
自
身

が
浄
土
の
何
処
に
関
心

を
置
い
て
捉
え
た
の
か
が
知
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、

『往
生
要
集
』
の
十
楽

の
特
色
を
伺
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
先
ず

『群
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『往
生
要
集
』

に
お
け

る
浄
土
十
楽

の
思
想
的
背
景

に

つ
い
て

(常

光
)

一
〇
〇

疑
論
』
三
十
種
益
、
『安
国
抄
』
二
十
四
楽
と
対
照
し
て
み
て
い
き
た

い
と
思
う
。

対
照
に
よ
っ
て
、
先
ず
判
然
と
す
る
こ
と
は
、
十
楽

で
は
楽

の

一
々

を
挙
げ
な
が
ら
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
諸
経
論
に
よ
っ
て
一
々
の
楽

の

説
明
が
な
さ
れ
る
の
に
対
し
、
『群
疑
論
』
三
十
益
と

『安
国
抄
』
二

十
四
楽
で
は
、
名

の
み
が
挙
げ
て
あ
る
の
み
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
説

明
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
群
疑
論
』
三
十

益
が

『称
讃
浄
土
経
』
『観
無
量
寿
経
』
及
び

『無
量
寿
経
』

の
四
十

八
願
に
依

る
と
示
し

(出
処
は
殆
ど
が

『群
疑
論
』
の

「称
讃
浄
土
経
観
経

及
無
量
寿
経
四
十
八
弘
誓
願
中
略
挙
三
十
益
」
の
指
定
通
り
だ
が
、
25

・
26

・

27
益
は
指
定
経
典
で
は
確
定
で
き
な
い
。
道
忠

『探
要
記
』
(浄
全
六

・
三
五

三
)
は

『悲
華
経
』
に
依
る
と
指
摘
)
、
『安
国
抄
』

の
二
十
四
楽
が

『阿

弥
陀
経
』

に
依
る
と
す
れ
ば

(唐
安
国
寺
利
渉
に
よ
る
と
さ
れ
る

『安
国

抄
』
の
二
十
四
楽
は
、
延
寿

『万
善
同
帰
集
』
上
に
伝
え
る
の
み
で
、
そ
の
記

述
か
ら
は
何
に
依
拠
し
て
い
る
か
等
、
詳
細
は
不
明
。
そ
こ
で
、
こ
の
二
十
四

楽
を
検
討
す
る
と
、
『阿
弥
陀
経
』
の
所
謂
正
宗
分
の
極
楽
浄
土
の
相
を
示
す

文
の
内
容
順
に
ほ
ぼ
沿
っ
て
、
二
十
四
楽
の
一
々
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
た
)
、
そ
の
楽
ま
た
は
益
が
、
元
来
、
ど
の
よ
う
な
文
脈

で
意
味

を
持
っ
て

い
た
か
概
ね
把
握
で
き
る
。
こ
の
浄
土
十
楽
と
三
十
益
と
二

十
四
楽
は
、
浄
土
で
の
相
を
示
す
こ
と
か
ら
、
多
く
の

一
致
す
る
個
所

が
あ
る
が
、
直
接
、
浄
土
十
楽
の
内
容
と
対
照
で
き
な
か
っ
た
の
は
、

三
十
益
で
は
25

・
無
有
実
女
人
益
と
30

・
得
那
羅
延
力
益
、
二
十
四
楽

で
は
8

・
桜
台
陵
空
楽
と
10

・
黄
金
為
地
楽
と
21

・
有
仏
変
化
楽
で
あ

る
。
こ
の
中
、
10

・
黄
金
為
地
楽
は
、
『
阿
弥
陀
経
』
に
依

っ
て
地
を

黄
金
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
十
楽
で
は
、
第

四
五
妙
境
界
楽
で
、
そ

の
具
体
的
説
明
を

『無
量
寿
経
』
に
依
り
な
が
ら
、
地
を

『無
量
寿
経
』

の
七
宝
合
成

の
地
と
せ
ず
、
『観
経
』
の
瑠
璃
地

に
依
つ
て
い
る

(瑠
璃

地
の
規
定
は
、
第
二
蓮
華
初
開
楽
、
第
三
身
相
神
通
楽
、
第
五
快
楽
無
退
楽
に

お
い
て
も
同
)
こ
と
の
相
違
に
よ
る
も

の
に
す
ぎ
な
い
。
逆
に
十
楽
を

中
心
と
し
て
対
照
し
た
場
合
、
第

一
聖
衆
来
迎
楽
、
第
二
蓮
華
初
開
楽
、

第
六
引
接
結
縁
楽
は
他

の
二
と
対
応

で
き
な
か

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
三

十
益

・
二
十
四
楽
に
対
す
る
浄
土
十
楽
の
特
色
を
示
す
上
で
重
要
で
あ

ろ
う

(た
だ

『群
疑
論
』
の
諸
処
で
の
仏
の
来
迎
に
つ
い
て
の
論
議
と
、
『宋

高
僧
伝
』
『仏
祖
統
記
』
に
懐
感
の
項
で
臨
終
来
迎
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

注
意
を
要
す
る
。
そ
れ
は
懐
感
が
決
し
て
来
迎
に
無
関
心
で
は
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
)
。

以
下
、
第

一
聖
衆
来
迎
楽
を
中
心
と
し
て
考
察
す
る
と
、
第

一
聖
衆

来
迎
楽

の
説
明
で
注
目
し
た
い
の
は
、
『観
経
』
の
上
品
上
生
の
文
に

準
拠
す
る
箇
所
が
、
そ
の
当
面
の
説
意
と
は
異

な
る
内
容
展
開
が
見
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
も
と
上
品
上
生

の
文

で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ

の
規
定
は
な
く
、
ま
た
上
品
上
生
で
の
必
然
と
さ
れ
る
三
心

・
三
衆
生

の
規
定
が
、

こ
の
第

一
楽
の
文

で
は

「念
仏
功
積
、
運
心
年
深
之
者
」

と
い
う
文
と
し
て
変
更
が
な
さ
れ
三
心

・
三
衆
生
が
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
来
迎
を
九
品
に
対
応
さ
せ
て
明
確

に
分
別
す
る

『
観
経
』
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『
往
生
要
集
』

に
お
け

る
浄
土
十
楽

の
思
想
的
背
景

に

つ
い
て

(常

光
)

一
〇

一

で
は
、
行
者

の
乗
る
台
も
九
品
に
分
別
さ
せ
名
称
が
異
な
る
が
、
こ
こ

で
は

「
宝
蓮
台
」
と
あ
っ
て
、
九
品
何
れ
の
台

の
規
定
に
も
依

っ
て
い

な

い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
九
品
の
何
れ
に
も

一
応
は
通
ず
る
よ
う
な
表

現
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
内
容
の
変
換

の
意
図
は
、
こ
の
浄
土
十
楽
の

文
の
み

で
は
定
か
で
な

い
が
、
特
に

「念
仏
功
積
、
運
心
年
深
之
者
」

と
い
う
表
現
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
『要
集
』
に
お
け
る
念
仏
の
規
定

は
、
大
文
第
十
問
答
料
簡

・
往
生
階
位
の
第
九
問
答

の
細
注
か
ら
も
伺

え
る
よ
う
に
、
大
文
第
四
正
修
念
仏

・
大
文
第
五
助
念
方
法
に
説
示
さ

れ
る
、
五
念
三
心
四
修

の
念
仏
で
あ

っ
て
、
し
か
も
、
そ
こ
で
五
念
三

心
四
修

は
、
優
れ
た
機
類
か
ら
凡
夫
ま
で
に
分
別
し
て
、
実
践
的
に
そ

れ
ぞ
れ

に
対
応
さ
せ
て
説
示
さ
れ
て
い
る
。
特
に
三
心
に

つ
い
て
は
、

大
文
第

五
助
念
方
法
に
、
『礼
讃
』
に
依

っ
て
、
三
心
の
規
定
を
承
け
、

更
に
細

注
を
施
し
て
「経
文
錐
在
上
品
上
生
如
禅
師
釈
者
、
理
通
九
品
、

余
師
釈
不
能
見
三
心
」
と
、
三
心
は
上
品
上
生
に
在
る
が
、
理
と
し
て

九
品
に
通
ず
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
九
品
に

つ
い
て
は
、
大
文
第
十
問

答
料
簡

・
往
生
階
位
の
第
五
問
答
に
お
い
て
、
善
導

の
九
品
唯
凡
説
に

注
目
し

て
い
る
こ
と
と
、
同
問
答
料
簡

・
尋
常
念
相
の
第
四
問
答

の

「問
。
念
仏
之
行
於
九
品
中
、
是
何
品
摂
。
答
。
若
如
説
行
、
理
当
上

上
品
。
如
是
随
其
請
勝
劣
、
応
分
九
品
。
然
経
所
説
九
品
行
業
、
是
示

一
端
、
理
実
無
量
。」
と
、
大
文
第
八
念
仏
証
拠
に
、
「今
勧
念
仏
、
非

遮
余
種
種
妙
行
。
只
是
男
女
貴
賎
、
ネ

簡
行
住
座
臥
、
不
論
時
処
諸
縁
、

修
之
不
難
。
乃
至
臨
終
願
求
往
生
、
得
其
便
宜
不
如
念
仏
。
」
と

一
方

で
念
仏
の
易
修
性
を
示
す
こ
と
等
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
第

一
楽

で
説
示
す
る

「念
仏
功
積
、
運
心
年
深
之
者
」
と
は
、
上
品
上
生
に
限

定
せ
ず
、
九
品

の
分
別
な
く
、
九
品
を
通
じ

て
対
応
し
て
い
る
表
現
、

換
言
す
れ
ば
、
九
品
の
行
に
別
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
念
念

相
続
が
あ
れ
ば
往
生
が
可
能
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
良
源

の

『九
品
往

生
義
』
で
は

『観
経
』
の
所
説
に
随

っ
て
聖
衆

来
迎
を
説
き
、
機
類
に

応
じ
て
来
迎
の
在
り
方
が
異
な
る
こ
と
を
示
す

が
、
『要
集
』
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
機
根

の
優
劣
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
修
行
す
れ
ば
往
生
で

き
る
か
と
い
う
実
践
的
解
釈
が
な
さ
れ
て
は
い
る
が
、
常
に
念
念
相
続

の
強
調
に
よ
る
九
品
に
通
じ
た
往
生
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
と
す

れ
ば
、
こ
の
第

一
楽
で
の
来
迎
の
在
り
方
は
、
少
な
く
と
も
品
位
に
よ

る
異
な
り
を
問
題
に
は
し
て
い
な
い
と
い
え
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
楽
は

念
念
相
続
を
前
提
と
し
た
九
品
に
通
つ
る
と
い
う
こ
と
に
配
慮
さ
れ
た

楽
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
第
三
身
相
神
通
楽
で
は
、
「彼

諸
衆
生
、
皆
五
神
通
、
妙
用
難
測
随
心
自
在
。
」
と
往
生
人

の
五
神
通

を
具
す
こ
と
を
示
す
が
、
問
答
料
簡
・往
生
階
位
の
第
六
問
答

で
、
「何

況
浄
土
、
彼
士
諸
事
莫
例
余
処
。
何
処

一
切
凡
夫
、
未
至
其
位
、
終
無

退
堕
。
何
処

一
切
凡
夫
、
悉
得
五
神
通
、
妙

用
無
磯
。
」
と
示
す
こ
と

か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
第
三
身
相
神
通
楽
に
お
い
て
も
九
品
の
区
別
に
捉

わ
れ
な
い
楽

で
あ
る
と
言
え
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
第
二
蓮
華
初
開
楽
を
み
る
と
、
冒
頭

の
文
は
、
『観

経
』
の
上
品
中
生
の
文
に
依

っ
て
い
る
が
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
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『往
生
要
集
』
に
お
け
る
浄
土
十

楽

の
思
想
的
背
景
に

つ
い
て

(常

光
)

一
〇

二

こ
こ
で
も
上
品
中
生
と
し
て
の
規
定
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
第
二

楽

で
は
、
同
じ
文
脈
で
、
「時
観
音
勢
至
来
至
行
者
前
、
出
大
悲
音
、
種

種
慰
喩
。」
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
第
二
楽
が
、
源
信
が
示
す

「多

依
観
経
等
意
」
と
い
う
指
定

に
従
う
な
ら
ば
、
こ
の
文

は

『観
経
』
の

下
品
中
生
・下
品
下
生
の
文
に
従

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

こ
こ
で
も
そ
の
規
定
は
見
ら
れ
ず
、
先

の
上
品
中
生
に
依

っ
た
文
と

一

続
き
の
文
と
し
て
編
成
さ
れ
、
第

一
楽
と
同
様
に
、
九
品
の
優
劣
が
重

視
さ
れ

て
い
な
い
。
ま
た
注
目
す
べ
き
は
、
上
品
中
生
で
示
さ
れ
る

「第

一
義
諦
」
が
、

こ
の
第
二
楽
で
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
極

め
て
意
図
的
に
有
相
的
表
現
に
終
始
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
第
三
身
相
神
通
楽

で
の
、
「彼
土
衆
生
、
其
身
真
金
色
、

内
外
倶
清
浄
。
常
有
光
明
、
彼
此
互
照
。
三
十
二
相
、
具
足
荘
厳
、
端

正
殊
妙
、
世
間
無
比
。」

の
文
が
、
『無
量
寿
経
』
に
依
り
な
が
ら
も
、

原
文

の

「無
為
泥
疸
之
道
、
或

い
は

「自
然
虚
無
之
身
無
極
之
体
」
と

い
っ
た
表

現
は
な
く
、
特
に

「自
然
虚
無
之
身
無
極
之
体
」
を
、
簡
単

に

「世
間
無
比
」
と
置
き
換
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
伺
わ
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
有
相
的
表
現

へ
の
配
慮
は
、
十
楽
の
説
明
に

一
貫
す
る
も

の
で

あ
る
が
、
例
外
と
し
て
は
、
第
八
見
仏
聞
法
楽

に

『無
量
寿
経
』

の
往

観
偶

の

「通
達
諸
法
性
、

一
切
空
無
我
、
専
求
浄
仏
国
土
、
必
成
如
是

刹
。
」

の
四
句
を
引
き
、
空
と
浄
土

の
関
係
性
を
わ
ず
か
に
示
す
等
で

あ
る

(
こ
の
四
句
は
、
大
文
第
十
問
答
料
簡
・尋
常
念
相
で
無
相
業
を
明
か
す

中
で
用
い
ら
れ
る
)
が
、
そ
れ
も
有
相
の
浄
土
が
、
衆
生
を
済
度
せ
ん
が

た
め
の
浄
き
仏
土
と
い
う
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
る
こ
と
を
意
図
と
す

る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
大
文
第
四
正
修
念
仏

・
作
願

門

の
問
答
で
、

「不
云
解
第

一
義
」
或
い
は

「非
必
第

一
義
空
相
応
観

慧
」

(行
者
に
実
有
的
に
捉
え
ら
れ
た
と
し
て
も
、
作
願
門
の
問
答
で
明
ら
か

な
ご
と
く
、
理
と
事
を
無
関
係
に
し
て
、
そ
れ
ら
が
成
立
す
る
と
源
信
は
し
な

い
。)
と
い
っ
て
、
縁
事
の
菩
提
心
に
よ
る
往
生

に
言
及
し
て
い
る
こ
と

の
関
係
の
上
で
、
浄
土
十
楽
で
の
事
的
表
現
、
有
相
的
表
現
を
把
捉
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

以
上
、
十
楽

の
特
色

の
あ
る
個
所
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
こ
の
十

楽
は
、
幾
多
の
経

・
論

・
釈
に
依
り
な
が
ら
も
、
そ
の
説
示

の
内
容
を

展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
観
念
念
仏
の
修
せ
な
い
凡
夫
を

含
め
て
往
生
が
可
能
か
と
い
う
こ
と
を
主
要
な
問
題
と
し
て
、
こ
の
十

楽
が
構
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ

は
大
文
第
四
正
修
念
仏
・

作
願
門
の
料
簡

で
の
、
こ
の
現
実

の
世
界
で
は
仏
道

は
成
じ
難
い
か
ら
、

浄
土
に
往
生
し
修
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
仏

果
を
証
す
る

(往
生
極
楽

為
花
報
、
証
大
菩
提
為
果
報
)
こ
と
の
強
調
と
、

大
文
第
四
正
修
念
仏

・

観
察
門
の
雑
略
観
の
説
示
や
、
大
文
第
五
助
念
方
法

・
対
治
解
怠

の
大

尾
の
問
答
で
観
念
の
念
仏
を
修
し
え
な
い
凡
夫

に
つ
い
て

「彼
若
不
能

直
爾
念
仏
、
応
寄
事
事
勧
発
其
心
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
も
伺
え
よ
う
。

<
キ
ー

ワ
ー
ド
>

往
生
要
集
、
浄
土
十
楽

、
源
信(龍

谷
大
学
非
常
勤
講
師
)
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